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現
代
文
Ｂ

シ
ラ
バ
ス

期

月

〔
単
元
名
〕

当
数

主
な
学
習
の
目
標
（
つ
け
た
い
力
）

評
価

学

「
教
材
名
」

配
時

〔
自
己
を
見
つ
め
る
〕

・
随
想
を
読
む
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

４

「
わ
た
し
は
あ
な
た

５

・
他
人
の
立
場
に
立
っ
て
想
像
し
て
み
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
自
己
の
生
き
方
に

だ
っ
た
か
も
し
れ
な

引
き
つ
け
て
考
え
る
。

い
」

〔
現
代
の
小
説
〕

・
小
説
を
読
む
楽
し
さ
と
率
直
な
感
動
を
味
わ
う

「
デ
ュ
ー
ク
」

６

・
小
説
の
構
成
、
人
物
、
造
形

、
背
景
の
把
握
・
主
題
の
把
握

・
作
者
の
も
の
の
考
え
方
に
対
し
て
自
分
の
意
見
を
持
つ

期

〔
現

代

の

詩
〕

・
詩
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
生
徒
の
心
が
開
か
れ
、
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
ひ
と
と
き
が

５

「
発

車
」

増
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

「
そ
こ
に
一
つ
の
席
が
」

８

・
比
喩
・
リ
フ
レ
イ
ン
等
、
詩
の
技
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

「
こ
の
世
」

・
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
鑑
賞
と
特
質
の
理
解

「
永
訣
の
朝
」

６

〔
新
し
い
発
見
〕

・
論
理
的
な
文
章
に
つ
い
て
論
理
の
展
開
や
要
旨
を
的
確
に
と
ら
え
る
。

「
ヒ
ト
は
な
ぜ
ヒ

５

・
筆
者
の
問
題
提
起
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

前

ト
に
な
っ
た
か
」

・
主
題
の
把
握

・
ヒ
ト
の
祖
先
が
た
ど
っ
て
き
た
変
化
に
つ
い
て
的
確
に
読
み
取
る
。

７

〔
現
代
の
小
説
〕

・
小
説
を
読
む
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

「
相
棒
」

５

・
短
編
小
説
と
し
て
の
構
成
・
展
開
を
と
ら
え
る
。

・
発
展
的
な
読
書
、
思
索
へ
と
つ
な
げ
る
。

９

〔
人
間
と
文
化
〕

・
随
想
的
な
要
素
を
持
つ
評
論
の
読
み
方
を
習
得
す
る
。

「
情
け
は
人
の･

･
･

」

５

・
こ
と
わ
ざ
の
誤
用
が
生
じ
る
要
因
を
読
み
取
る
。

・
筆
者
の
言
葉
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
や
愛
着
を
理
解
し
、
自
ら
の
言
語
生
活
を
見
つ
め
直

す
。

０

〔
短
歌
と
俳
句
〕

・
短
歌
の
表
現
法
な
ど
の
特
色
を
理
解
す
る
。

１

「
短
歌
」

７

・
短
歌
を
鑑
賞
す
る
態
度
・
方
法
を
学
ぶ
。

・
作
者
の
他
の
作
品
を
進
ん
で
探
求
す
る
態
度
を
養
う
。

・
短
歌
の
特
色
を
理
解
し
、
自
分
の
感
性
を
歌
に
す
る
。

１

「
俳
句
」

・
俳
句
の
表
現
法
な
ど
の
特
色
を
理
解
す
る
。

１

７

・
俳
句
を
鑑
賞
す
る
態
度
・
方
法
を
学
ぶ
。

・
作
者
の
他
の
作
品
を
進
ん
で
探
求
す
る
態
度
を
養
う
。

・
俳
句
の
色
を
理
解
し
、
自
分
の
感
性
を
句
に
す
る
。

期

２

〔
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の

・
登
場
人
物
の
心
情
や
情
景
を
、
叙
述
の
即
し
て
確
実
に
と
ら
え
る
。

１

世
界
〕

５

・
全
体
の
構
成
を
理
解
し
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
読
み
味
わ
い
、
鑑
賞
す
る
力
を
養
う
。

「
ひ
よ
こ
の
目
」

・
作
品
に
お
け
る
物
事
の
象
徴
性
を
も
と
に
、
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
深
め
る
。

１

〔
言
葉
の
力
〕

・
論
理
的
な
文
章
に
つ
い
て
、
論
理
の
展
開
や
要
旨
を
的
確
に
と
ら
え
る
。

「
物
語
を
表
現
す
る

６

・
言
葉
の
本
質
的
な
力
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

力
」

・
言
葉
と
人
間
の
思
考
の
関
係
を
把
握
し
、「
論
理
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
す
る
。

後

２

〔
近
代
の
小
説
〕

・
文
学
的
な
文
章
に
つ
い
て
、
人
物
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
的
確
に
と
ら
え
、
人
間
、
社

「
こ
こ
ろ
」

会
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
る
。

７

・
ご
く
の
意
味
、
用
法
を
的
確
に
理
解
し
、
語
彙
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
文
体
の
修

辞
な
ど
の
表
現
上
の
特
色
を
と
ら
え
る
。

・
作
品
の
構
成
や
展
開
の
仕
方
を
丁
寧
に
た
ど
り
、
た
く
み
な
文
章
を
読
み
味
わ
う
。

・
人
物
の
生
き
方
や
そ
の
表
現
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
書
く
。

３

〔
時
代
と
人
間
〕

・
自
己
を
取
り
巻
く
時
代
状
況
に
目
を
向
け
、
自
己
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

「
食
と
想
像
力
」

４

・
個
性
的
な
文
体
に
注
目
し
、
筆
者
の
批
判
精
神
の
あ
り
方
を
と
ら
え
る
。


